
令和２年度 「生徒による授業評価」 教科別集計と教科コメント 令和２年 12 月実施    学習支援グループ 

                評価の項目                              総合計 

 

№  

１ 学習のねらいを示したり、学習したことを振り返ったりする機会がある。 

２ 学習の中で、他者の考えを知り、自らの考えを広げ深める機会がある。 

３ 学習の中で、課題について自分の考えをまとめたり、解決方法について考える場面がある。 

４ 授業の中で身に付いたことや、できるようになったことを実感することができた。 

５ 他者の考えを知ることにより、新たな考え方を知るなど、自らの考えを広げ深めることができた。 

６ 授業で得た知識をもとに、自分の考えをまとめたり、課題の解決方法を考えたりすることができた。 

７ 授業で学んだことをそれまでに学んだことと関連付けて理解することができた。 

国語 

 

 

社会 

 

夏のアンケートと比較して、第３項目は改善がみられた。しかし、依然として第２・

５項目がやや低い傾向にあるため、自分の考えを他者と共有し学び合えるような活動

を行なっていきたい。 

 どの項目も、おおむね良好な評価を得ている。しかし、項目４・６の「かなり当

てはまる」が少し少ない。今後は、より生徒が学んだ知識を活用して思考・判断・

表現する機会を増やし、身に付けた力を生徒が実感できる授業を心がける。 

数学 

 

 

理科 

 

１学期同様おおむね良好な結果を得た。生徒の多くが意欲的に学習に取り組んでいる

姿も見受けられる。また、第２・第５項目がやや低い。短縮授業の中で、自分の考え

を他者と共有する機会をどのように設けるかが今後継続的な課題である。 

 「やや当てはまる」を含めると各項目とも、おおむね良好な評価を得ている。

第２・５項目において「かなり当てはまる」が少ないので、自分の考えを発表

する機会をさらに増やしていきたい。 

体育 

 

 

保健 

 

持久走など自ら目標をたてそれに向けて一生懸命取り組んでいる生徒が非常に多く

みられた。また、回を重ねるごとに記録が向上し、それを実感している生徒が数多く

見られた。生徒が主体的に意見交換をし、実践している様子が見られた。今後も生徒

が意欲的に取り組むことができる環境づくりに努めていきたい。 

 講義形式だけでなくグループ学習やプレゼンテーションを予定していたが、新型コロ

ナ感染拡大の影響で、制限が出てしまった。しかし、調べ学習などで生徒が主体的に

活動していく場面が多く見られた。今後もすべての生徒が意見を述べることができる

よう、学習のも中間評価を設け課題を明確にしていくような工夫をしていきたい。 

評価の項目  

※各グラフの縦軸は集計結果（％）、横軸は評価の項目を表す。また、各グラフの「４～１」の

数値は、回答の番号（４：かなり当てはまる、３：やや当てはまる、２：やや当てはまらない、

１：ほとんど当てはまらない）を表す。 



芸術 

 

 

外国語 

 

「他者の考え」に関する項目が少し低くなっている。コロナ禍のため、今年度は年間

を通し、歌唱を実施できないなど、多くの制限があった。生徒にあった学習方法を検

討し、積極的に生徒が授業へ参加できるよう工夫していきたい。 

 ４または３と回答した生徒が全体を通して 90％前後である。しかし第２・５項

目ではやや低くなっており、外国語という教科指導の中で、簡単なペアワーク

で終わらない、深いコミュニケーションの授業実践が望ましい。 

情報 

 

 

家庭 

 

表計算ソフトの実習を中心に行ったため、できるようになったことが増えたと実感し

た生徒が多くなった。また、以前と比較し、理解を深めるために、データ分析や課題

解決を行う授業を展開したため、自分の考えをまとめる機会が増えたと感じた生徒が

増えた。今後は、さらに理解力や思考力を高められるような授業を展開していきたい。 

 「他者の考えを知り、自らの考えを広げ深める」事の満足度が少し低くなって

いる。今年度は年間を通し、グループ学習や実習を取り入れる事がなかなか難

しかった。今後も様々な学習方法を検討し、１・２学年とも生徒自らが積極的

に授業に参加できるよう工夫していきたい。 

専門家庭 

 

 

専門体育 

 

関心が高い生徒が集まっているので意欲をもって取り組んでおり、また、人数も少な

いので、一人一人に丁寧に対応でき、比較的良い評価となっている。今後も具体的な

教材の提供に努め、コロナ対策を怠らず体験的な学習の機会を増やしていきたい。 

 より専門的な内容に積極的に取り組めている。実験も生徒自らの課題に取り組

むため成長できる機会が多いようだ。今後も、すべての生徒が主体的に取り組

み、自らの課題克服に向けて取り組めるよう工夫していきたい。 

 


